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機
能
性
表
示
食
品
に
な
り
ま
し
た
。

中 什 ~ 厨 ＂ 肋

L D L コ レ ス テ ロ ー ル

血 圧 が 気 に な る 方 へ
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き
な
り
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図
中
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を
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げ
る
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血
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な
り
極

図
中
性
脂
肪
を
下
げ
る

且 尺 ＂ 品 で し た ．^

き な り

D H A

震 J I 冑 鱒 虹 品

q V 9 ン` E V 9 i ン u l > n r ミン りナ ッ ト ウ キ ナ ー ゼ t i ン り

貪 e

ク リ ル オ イ ル た 事 n バ ？ く ＾ t

一DHA・
E
P
A
サ
プ
リ
メ
ン
ト

き
な
り

開 発 秘 話 [ 』 〗I
W H O が 発 表 し た 2 0 2 0

年 版 の 世 界 保 健 統 計 で は 、 平 均

寿 命 が 最 も 長 い 国 は 日 本 で

8 4 . 2 歳 で し た 。 皆 さ ん が ご

存 じ の 通 り 、 日 本 は 長 年 に 渡

り 、 世 界 一 の 長 寿 国 と な っ て い

ま す 。
＇ =-

r " a 出 ． ．  合 、 ． し ＇

し か し 、 近 い 将 来 日 本 は 、 長

寿 国 世 界 一 か ら 転 落 す る と 予

測 さ れ て い ま す 。 そ の 原 因 の

ー つ が 、 日 本 人 の 食 習 慣 の 変

化 に よ る も の で す 。

昨 今 の 日 本 人 の 食 生 活 は 、

昔 と 比 べ る と 肉 を 食 べ る 量 が

増 加 し 、 魚 を 食 べ る 醤 が 減 少

し ま し た 。 こ れ は 若 年 の 世 代

だ け で な く 中 高 年 層 で も 等 し

く 当 て は ま り ま す 。

―-― n  ― ― - .. 9 ヽ
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日 本 人 の 健 康 を 支 え て い た

か つ て の 魚 食 。 し か し 、 魚 離 れ

が 急 速 に 進 む 現 状 を 目 の 当 た

り に し た 私 た ち は 、 「 魚 の 持 つ

栄 蓑 素 を 、 も っ と 簡 単 に 摂 り

入 れ ら れ な い か ？ 」 と 考 え ま し

こ 。
t  
そ こ で 、 魚 の 持 つ 健 康 パ

ワ ー D H A . E P A に 注 目 し 、

そ の 力 を 最 大 限 に 活 か す た め

に 「 十 分 な 量 」 、 「 確 か な 品 質 」 、

「 他 成 分 と の 相 性 」 、 そ の す べ て

を 追 求 。 試 行 錯 誤 の 末 、 現 代 の

日 本 人 に と っ て 重 要 な

D H A . E P A を は じ め 、 必 要

な 成 分 す べ て を 凝 縮 し た 、 「 き

な り 」 が 完 成 し ま し た 。

•• 

3  ., 

L 、 1 . — ―

日 本 人 の 抱 え る 健 康 リ ス ク

に つ い て 調 べ る と 、 高 血 圧 ・ 高

コ レ ス テ ロ ー ル な ど 中 性 脂 肪

が 原 因 と な る も の が 挙 げ ら れ

て い ま す 。`  

健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す

危
険
因
子

（※
生
物
医
学
的
な
リ
ス
ク
因
子
）

・肥
満

•
高
血
圧

高
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

・
糖
尿
病
予
備
軍

そ こ で 、 D H A . E P A の も

つ 中 性 脂 肪 を 下 げ る 働 き に つ

い て 着 目 し 、 研 究 資 料 を 集 め 、

D H A . E P A サ プ リ メ ン ト

の き な り が 機 能 性 表 示 食 品 と

し て リ ニ ュ ー ア ル 。 中 性 脂 肪

を 下 げ る 「 き な り 極 」 が 誕 生 し

ま し た 。 さ ら に 、 高 血 圧 ・ 高 コ

レ ス テ ロ ー ル に 関 与 す る 機 能

性 成 分 を 追 加 し 、 中 性 脂 肪 を

下 げ る ． L D L コ レ ス テ ロ ー

ル の 酸 化 を 抑 制 す る ・ 血 圧 を

下 げ る 「 き な り 匠 」 が 完 成 し ま

し た 。
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7  
一 番 大 切 な こ と は

成 分 の 力 を 最 大 限 に
L  

引 き 出 す こ と で す 。

「
き
な
り
」
開
発
チ
ー
ム 氏

．
 

東
京
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科

食
糧
化
学
研
究
室
修
了

農
学
博
士

＼
 

だ か ら 、 本 当 に 体 に 必 要 な

L  

栄 養 索 だ け を 詰 め 込 み ま し た 。

7  
世 の 中 の 役 に 立 つ も の で な き ゃ ‘

意 味 が あ り ま せ ん 。

「
き
な
り
」
開
発
チ
ー
ム
室
長

氏

元
京
都
産
業
大
学
教
授

病
気
に
な
ら
な
い
健
康
な
生
活
習
慣
に
注
目
し
て
、

心
と
体
の
両
面
に
つ
い
て
の
予
防
医
学
を
専
門
と
す
る
。

霞
9

私 は 十 年 前 に あ る 大 病 を 患 い 、 そ れ を

き っ か け に サ プ リ メ ン ト を 飲 み 始 め ま

し た 。 根 本 的 に は 食 生 活 や 生 活 習 慣 を 改

善 し 、 薬 を 飲 ま な く て も 済 む の が 理 想

で す 。 し か し 、 自 分 の 生 活 で 改 善 の た め

に 何 が で き る の か を 考 え た と き 、 食 事 の

改 善 だ け で は 難 し い と 実 感 し ま し た 。

サ プ リ メ ン ト の 価 値 を 高 く 評 価 す

る よ う に な っ た 私 は 、 当 時 興 味 を 持 っ

た D H A . E P A に つ い て 専 門 的 な 研

究 を 始 め ま し た 。 そ の 後 、 D H A の サ

プ リ メ ン ト を 作 ろ う と し て い る さ く

ら の 森 さ ん と 出 会 い 、 私 が 最 も 作 り た

か っ た 、 世 の 中 の 役 に 立 つ と 思 う サ プ

リ メ ン ト を 一 緒 に 作 る 機 会 を い た だ

き ま し た 。

こ の 「 き な り 」 に は 、 私 が 今 ま で 学

び 、 研 究 し て き た こ と を す べ て 詰 め 込

ん で い ま す 。 皆 様 の 心 と 体 の 健 康 の お

役 に 立 て れ ば 光 栄 で す 。

私 は 「 さ く ら の 森 さ ん の 、 本 当 に 実

感 で き る サ プ リ メ ン ト を 作 る た め に 、

D H A . E P A の 持 つ 力 を 最 大 限 に 引

き 出 し た い 。 」 と い う コ ン セ プ ト に 共

感 し 、 一 緒 に 商 品 開 発 を す る こ と を 決

め ま し た 。 ど ん な に 素 晴 ら し い 成 分 も

必 要 な 場 所 に し っ か り 届 か な い と カ

を 発 揮 で き ま せ ん 。 そ の た め に は 成 分

が ' - 分 に 吸 収 さ れ る こ と と 、 成 分 の 巡

り を 良 く す る こ と が 大 切 で す 。

私 は ポ リ フ ェ ノ ー ル な ど 抗 酸 化 成

分 を 中 心 に 様 々 な 成 分 を 研 究 し て き

ま し た 。 ア ス タ キ サ ン チ ン も 注 目 す べ

き 抗 酸 化 成 分 の ― つ で す 。 そ ん な 今 ま

で の 研 究 と 経 験 を 踏 ま え 、 最 も 必 要 な

成 分 を 厳 選 し 、 十 分 な 臼 を 配 合 し た サ

プ リ メ ン ト が 「 き な り 」 で す 。 皆 様 が 実

感 し 、 喜 ん で い た だ け る こ と を 心 か ら

願 っ て お り ま す 。
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多 様 で 新 鮮 な 食 材 と

ー ＿ そ の 持 ち 味 の 尊 重

栄 養 バ ラ ン ス に 優 れ た

一 健 康 的 な 食 生 活2  
u 本 の 懐 か し い 女 生 活

あ の 頃 の 献 i t は 、 栄 投 の 宝 収 で し た 。

き な
l J I I A 8 信 ・ 鱚 g

ナ ？ ト ウ キ ナ ー ゼ

正 月 な ど の 年 中 行 事 と

一 密 接 な 関 わ り4  
自 然 の 美 し さ や

季 節 の 移 ろ い の 表 現

3 -



158

D H A 公 沢 讚 饒 2 "皿

ー ＞

タ ミ ン E ビ 9 ミ ン B ' ピ 9 `` ン B '

ナ ッ ト ウ キ ナ ー ゼ t iン n ・た 生 討 は 、 F 女 、 J o 臭 潟 東 を 基 本 に ｀

ク リ ル オ イ ル g ぢ バ 9 ノ ス

き な り

き
な
り
4
つ
の
こ
だ
わ
り
成
分

-
-
-
-

D
H
A
・
EP
A
 

D
P
A
 
ク
リ
ル
オ
イ
ル

G  

ナ
ッ
ト
ウ

キ
ナ
ー
ゼ
オ
レ
ン
ジ

エ
キ
ス

cc ）  

H 本 の 懐 か し い 食 生 活 。

あ の 頃 の 献 立 は 、 栄 投 の ｛ じ 附 で し た 。

き
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
と

共
同
開
発
～
 
ーMARUH

A
 N
I
C
H
I
R
O
 

日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
は、

魚
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
の
研
究
開
発
、
加
工
、

流
通
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る
、
魚
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
で
す
。
そ
ん
な
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
と
タ
ッ
グ
を
組
み
研
究

を
重
ね
、
き
な
り
独
自
の
D
H
A
・
E
P
A
・
D
P
A
の
開
発
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

I
純
国
産
の
原
料
の
み
を
使
用、

高
濃
度
D
H
Aを
開
発

．
 

抽
出
す
る
魚
油
に
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
少
な
い
カ
ツ
オ
を

使
用
。
す
べ
て
鹿
児
島
の
山
川
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
国
産

カ
ツ
オ
の
み
を
魚
油
の
原
料
と
し
て
い
ま
す
。
魚
油
か
ら

D
H
A
を
精
製
す
る
過
程
で
は
、
薬
品
を
使
わ
ず
に
不
純

物
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
高
濃
度
か
つ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

D
H
A
原
料
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

一 汀 員 ．
E P A を

日
健
栄
協
認
定
工
場

G
M
P
 
g
 国
内
有
数
の
G
M
P工
場
で
製
造

G
M
P
と
は
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
た
医
薬
品
な
ど
の
品
質
管
理
基
準
の
こ
と
で
す
。

製
造
工
場
の
中
で
も
国
内
有
数
の
G
M
P
認
定
の
工
場
に
お
い
て
、徹
底
し
た
衛
生
管
理

の
も
と
製
造
し
て
い
ま
す
。
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実
惑
力
U
P
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11 

D
H
A
・
E
P
A
・
D
P
A
は
、
不
飽
和
脂
肪
酸
の
一
種
で
、
主
に
魚
の
油
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
健
康
効
果
は
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
D
H
A
•
E
P
A
（
オ
メ
ガ
3
脂
肪
酸
）
に
関
す
る
学
術
論
文
数
は
、

年
々
急
激
に
増
加
。W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
や
F
D
A
（
米
国
食
品
医
薬
局
）
も
摂
取
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

l世
界
が
注
目
＂す
る
サ
ラ
集サザ
ラ
成
分
D
H
A
・
E
P
A

・
▲
 
●
 
▲ヽ
栢
距
:
;
 

2
0
0
0
0
 
2
0
年
で

=
 i

.
.

•
,.i 
;
 • -

.•' 
1
5
0
0
0
 

1
0
0
0
0
 

23
,5
63
件

5
0
0
0
 

1
9
9
5
 

2
0
0
5
 

2
0
0
9
 

2
0
1
4
 

磁
世
界
の
主
妻
医
学
系
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
文
猷
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
P
u
b
m
e
d
で
の
文
猷
数

栄
P
u
b
m
o
d
で
の
D
H
A
と
E
P
A
の
文
猷
数
の
総
和

日
本
の
厚
生
労
働
省
も
D
H
A
・
E
P
A
の
重
要
度
を
提
唱

1
日
の
D
H
A
・
E
P
A
（
オ
メ
ガ
3
脂
肪
酸
）
の
摂
取
推
薦
量

鳳
1,
00
0m
g
一日本人の平

均
摂
取
団
は

15
00
mg
 

き
な
り
4
粒
に

D
H
A
・
E
P
A
を
●
50
0m
g
配
合

濃
縮
配
合

10
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ぐ
竺
ン

・、
ク
リ
ル
オ
イ
ル
に
含
ま
れ
る
D
H
A
•
E
P
A
は

吸
収
率
が
抜
群
に
高
い
ん
で
す
！

＼  

水
に
溶
け
な
い ~

.
 

水
に
す
ば
や
く
溶
け
る

水
に
な
じ
ま
な
い
性
質
の
為
、
体
に
吸
収
さ

れ
る
ま
で
の
効
率
、
吸
収
率
も
悪
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
ニ
オ
イ
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

オ
レ
ン
ジ
エ
キ
ス

気
に
な
る
ニ
オ
イ
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

特
殊
製
法
の
オ
レ
ン
ジ
パ
ワ
ー
で

D
H
A
 ・E
PA
・ 
D
P
Aサ
プ
リ
特
有
の

ヽ
魚
臭
さ
を
ブ
ロ
ッ
ク
！

従
来
の
オ
イ
ル
と
は
違
う
！
真
っ
赤
な
オ
イ
ル

ク
リ
ル
オ
イ
ル

大
切
な
D
H
A
・
E
P
A
・
D
P
A
だ
か
ら
こ
そ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
状
態
で
し
っ
か
り
隅
々
ま
で

行
き
渡
ら
せ
た
い
。
そ
こ
で
、
D
H
A
・
E
P
A
の
パ
ワ
ー
が
持
続
す
る
よ
う
に
、
ク
リ
ル

オ
イ
ル
を
採
用
。
こ
の
真
っ
赤
な
ク
リ
ル
オ
イ
ル
に
含
ま
れ
る
D
H
A
・
E
P
A
は
、
一
般
的
な

魚
油
と
違
っ
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
保
ち
や
す
い
形
状
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

ニ
ざ

三

►  

ク
リ
ル
オ
イ
ル
の
D
H
A
・
E
P
A
は
リ
ン
脂
笠

結
合
体
。
シ
ン
プ
ル
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

小
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
る
の
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
E
の
1
,
0
0
0
倍
！
素
材
の
力
を
守
り
抜
く
抗
酸
化
成
分

ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン

ク
リ
ル
オ
イ
ル
の
真
っ
赤
な
色
の
正
体
は
、
抗
酸
化
成
分
の
ア
ス
タ

キ
サ
ン
チ
ン
。
こ
の
成
分
に
は
強
力
な
抗
酸
化
力
が
あ
り
、
D
H
A
・

E
P
A
・
D
P
A
の
パ
ワ
ー
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

状
態
で
体
に
染
み
渡
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

な
ん
と

屯
ク
リ
ル
オ
イ
ル
に
含
ま
れ
る
D
H
A
・
E
P
A
の
吸
収
寧

(A
ke
rB
io
M
a
『
in
e
SH
I
R
A
T
O
R
I
 
P
H
IR
M
 G
R
O
U
P
)
提
供
貰
料

三；
¥ -

＂） 

9;：
ロ
コ
モ
テ
イ
プ
症
傾
群
と
笑
肌
に
ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン
よ
リ
引
用

1
3
 

1
2
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1
5
 

中
性
脂
肪
で
お
悩
み
の
方
へ

中
性
脂
肪
と
は

中
性
脂
肪
に
は
、
門
ぷ
内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
蔵
す
る
」
と
い
う
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

食
事
に
よ
っ
て
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
、
糖
質
・
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
い
、

余
っ
た
分
を
中
性
脂
肪
に
変
え
て
蓄
え
て
お
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
性
脂
肪
が
増
え
過
ぎ
る
と
…

生
命
維
持
に
欠
か
せ
な
い
中
性
脂
肪
で
す
が
、
体
内
で
消
費
さ
れ
ず
に
溜
ま
り
つ
づ
け
る
と
、
余
っ
た

中
性
脂
肪
が
や
が
て
皮
下
脂
肪
や
内
臓
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
暴
飲
暴
食
や
運
動
不
足
な
ど

で
は
、
中
性
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
租
さ
れ
、
放
っ
て
お
く
と
健
康
を
脅
か
す
存
在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

．． 
．．
．．
 
1
 =
 ;、

皮
膚
の
下
に
あ
る
皮
下
組
織
に
つ
く
脂
肪

内
臓
の
周
り
に
つ
く
脂
肪

・
中
性
脂
肪
を
低
下
さ
せ
る

•
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
酸
化
を
抑
制
す
る

•
高
め
の
血
圧
を
下
げ
る

き
な
り

機
能
性
表
示
食
品
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ヽ

ふt ,  .. • ・
 
..， 
F̀
 

中
性
脂
肪
の

減
少
実
験
の
結
果

D
H

A
• 
E
P
A
摂
取
後
で
は
、

摂
取
前
に
比
べ
て

駅
開
鼎
窟
閃
冒
需
屑
"

滋
デ
ー
タ
選
択
理
由
：
研
究
レ
ピ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ
た
綸
文
の
う
ち
、
代
表
的
な
臨
床
試
験
の
事
例
と
し
て
提
示

文
献
名
：
ln
cs
;o
n
of
 fi
sh
 o
r 
fi
sh
 o
U
 ;n
 
we
;g
ht
-l
os
s 
d;
et
s 
fo
r 
y
o
u
n
g
 a
du
lt
s:
ef
fe
ct
s 
o
n
 b
lo
od
 1
;p
;d
s
 

出
典
：
ln
te
rn
at
lo
na
l
jo
ur
na
l 
o
f
 Ob
es
;t
y(
20
08
)3
2,
1
10
5-
11
12
 

対
象
：
2
0
-
4
0
歳、
16
0
名
の
成
人
男
女

摂
取
：
O
H
A
2
0
7
m
g
+
E
P
A
5
4
m
g
の
魚
食
を
遇
に
3
回
摂
取
(8
週
間
）

摂
取
前
摂
取
後

き な り
肝
臓
で
中
性
脂
肪
の

合
成
を
抑
制
す
る

図
脂
肪
酸
の
合
成
を
抑
制
す
る
こ
と
で
中
性
脂
肪
が

作
ら
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

図
脂
肪
酸
の
分
解
を
促
進
す
る
こ
と
で
中
性
脂
肪
を
減
ら
し
ま
す
。

（参
考
文
献
）
I
k
e
d
a
I. 
et
 a
l.
, 
Bi
os
ci
. 
B
i
o
t
e
c
h
n
o
l
.
 B
i
o
c
h
e
m
.,
 19
9
8
,
 62
(4
),
 6
7
5
-
6
8
0
.
 

血
中
で
中
性
脂
肪
の

分
解
を
促
進
す
る

図
脂
質
分
解
酵
素
（
リ
ポ
蛋
白
リ
パ
ー
ゼ
）
の
活
性
を

高
め
、
中
性
脂
肪
の
分
解
を
促
進
し
ま
す
。

（
参
考
文
献
）
Ha
rr
is
W
,
 S
,
 et
 a
l.
, 
A
t
h
e
r
o
s
c
l
e
r
o
s
i
s
,
 2
0
0
8
,
 1
97
(1
)
,
 1
2
-
2
4
 

「
き
な
り
」
と
「
き
な
り
極
」
の
違
い
r
 

き
な
り
極
の
成
分
は
、
き
な
り
と
同
じ
で
す
。

r.：
製
る
9
日
＇
．
ぶ
--̀
...1,
'叉
苓
終
‘
恥
・

~...
...

,.ふ
•:
~-

-;
ー

':
t
ii
; 

．
t
ふ
玲
如

主
成
分
で
あ
る
D
H
A、
E
P
Aの
中
性
脂
肪
を
下
げ
る
働
き
に
関
す
る
研
究
資
料
を
集
紗
さ
｀

消
費
者
庁
に
届
出
を
し
受
理
さ
れ
た
も
の
が
、
機
能
性
表
示
食
品
「
き
な
り
極
」
で
す
。
・`．

1
7
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1
9
 

＿
 

さ
ら
に
有
効
成
分
を
追
加
し
ま
し
た
！

l
 
□襦
認
石
霊
悶

オ
リ
ー
ブ
中
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
あ
り
、
抗
酸
化

成
分
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ヒ
ド
ロ
キ
シ
チ
ロ

ソ
ー
ル
に
は
、
酸
化
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
少
さ
せ

る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
-
r
 

l言；
悶
□刀
／るヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン

柑
橘
類
に
多
く
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
。

血
管
拡
張
作
用
が
あ
る
一
酸
化
窒
素
(
N
O
)
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
で
、
血
管
が
拡
張
さ
れ
、
し
な
や
か
に
な
り
、

血
圧
が
下
が
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ヒ
ド
ロ
キ
シ
チ
ロ
ソ
ー
ル
を
含
む

滅
少
実
験
の
結
果

酸
化
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

4
時
間
で
滅
少
！

1

荘
デ
ー
タ
還
択
理
由
：
研
究
レ
ピ
ュ
ー
の
対
象
鎗
文
の
う
ち
、
代
表
的
な
臨
床
試
験
の
事
例
と
し
て
提
示

文
猷
名
：
H
y
d
r
o
x
y
t
y
『
os
ol
In
 fu
n
ct
io
n
al 
h
yd
ro
xy
ty
ro
so
l-
en
ri
c
h
e
d
 b
is
c
ui
ts
 i
s 
h
ig
hl
y 
bi
o
a
v
ai
la
bl
e
 a
n
d
 

d
e
c
r
e
a
s
e
s
 o
xi
di
ze
d 
lo
w
 d
e
n
si
ty
 l
ip
op
ro
tc
in
 l
ev
el
s 
in
 h
u
m
a
n
s
 

臼；
笠〗
らh:1

:：i
i:li

iば，
，チ2:

2-5:
525.

.1日
相当1

J1取
1巳;

::：
:T
了I

’'：：;
•I:

?|
摂
取
前
4
時
間
後

肝
臓
で
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

酸
化
を
抑
制
す
る

図
活
性
酸
素
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
酸
化
を
抑
制
し
ま
す
。

L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

ヒ
ド
ロ
キ
シ
チ
ロ
ソ
ー
ル
が

L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

酸
化

活
性
酸
素
を
除
去

酸
化
を
抑
制

●
…
駿
化
L
D
L
コレ
ス
テロ
ー
ル

.
-

• 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で

お
悩
み
の
方
へ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
細
胞
の
表
面
を
覆
う
細
胞
膜
を
構
成
し
て
い
る
成
分
で
す
。
ま
た
、
ホ
ル
モ
ン
や
胆
汁
酸

な
ど
の
原
料
に
も
な
る
な
ど
、
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
＿
ル
に

は
、
肝
臓
で
作
ら
れ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
全
身
に
運
ぶ
「
L
D
L
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
と
余
剰
な
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
回
収
す
る
「
H
D
L
（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
＿
ル
」
が
あ
り
ま
す
。

一 余剰
な
コレ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
回
収
す
る

酸
化
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要

— ー• 

2
1
 

L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
体
内
で
増
え
す
ぎ
る
と
血
管
壁

に
溜
ま
っ
て
い
く
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
問
題

な
の
は
、
こ
の
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
酸
化
さ
れ
る
こ
と
。

活
性
酸
素
に
よ
っ
て
酸
化
さ
れ
た
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
、
組
織
や
細
胞
を
傷
つ
け
、
様
々
な
健
康
リ
ス
ク
の
引
き

金
と
な
り
ま
す
。
予
防
の
た
め
に
は
、
酸
化
を
抑
え
る
こ
と
が

重
要
な
の
で
す
。

●
…
酸
化
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
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モ
ノ
グ
ル
コ
シ
ル
ヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン
を
含
む
食
品
を

一
高
め
の
血
圧
が
低
下
！

一
1
'
 

血
圧
(
r
n
m
H
g)
 

1
4
0
 

1
3
5
 

1
3
0
 

゜

摂
取
期
間

0
 
4
週
間
8
週
間
12
週
間
1
6
週
間

血
圧
(m
m
屯
）

9
0
 

8
5
 

8
0
 

゜
文
献
名
：糖
転
移
ヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン
配
合
減
壇
し
ょ
う
ゆ
タ
イ
プ
講
味
料
の
正
常
高
値
血
圧
者
と
1度
高
血
圧
者
に
対
す
る
効
果

出
典
：
Ill
遭
と
治
療
38
(4
):
3
6
5
-
3
74
,
 2
0
10
 

対
象
：
血
圧
が
高
め
の
成
人
男
女
7
2
名
（
各
群
3
6
名）

0
 
4
週
間
8
週
問
12
週
間
1
6
週
間

～
 
・ヽ
＞
，ヽ
・
ゥ

9
―
 

t
今
;:
てふ
i

モ
ノ
グ
ル
コ
シ
ル
ヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン
が

血
管
拡
張
作
用
を
促
進
す
る

図
モ
ノ
グ
ル
コ
シ
ル
ヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン
が
一
酸
化
窒
素
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、

血
管
を
拡
張
し
高
め
の
血
圧
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

モ
ノ
グ
ル
コ
シ
ル
ヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン
を
摂
取

□詈
冒

o
..,
モ
ノ
グ
ル
コ
シ
ル
ヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン ．  

一
酸
化
窒
素
が
増
加

・ り

一
酸
化
窒
素
が
血
管
を
拡
張

闇
血
圧
に
な
る
仕
組
み

高
め
の
血
圧
で

お
悩
み
の
方
へ

血
圧
と
は
、
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液
が
血
管
の
内
側
を
押
す
力
（
圧
力
）
の
こ
と
。
高
血
圧
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
、
血
管
を
柔
ら
か
く
保
つ
こ
と
が
重
要
な
め
で
す
。
血
管
が
柔
軟
な
場
合
、

心
臓
が
強
い
力
で
血
液
を
押
し
出
し
て
も
、
血
管
が
拡
張
し
、
内
部
の
圧
力
は
分
散
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、血
管
が
硬
く
な
る
と
、血
管
が
上
手
く
広
が
ら
ず
、
内
部
の
圧
力
（
＝
血
圧
）
が
高
ま
り
ま
す
。

一

血
圧
を
下
げ
る
に
は
、
一
酸
化
窒
素
が
重
要

血
管
内
皮
細
胞
に
よ
っ
て
合
成
さ
れ
る
一
酸
化
窒
素

(
N
O
)
に
は
、
血
管
を
弛
緩
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
面
管
内
で
一
酸
化
窒
素
が
増
ー加
す
る
と
、

血
圧
が
下
が
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
・^ベ
［遵
ー1

慟

●
…
一
酸
化
窒
素
(
N
O
)

2
3
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2
5
 

趣
味
の
ラ
グ
ビ
ー
で

全
カ
プ
レ
イ
で
き
て
嬉
し
い
、
-
」
霞
眉
胃
h昌

営
業
と
い
う
仕
事
柄
、
外
食
が
多
く
飲
み
の

機
会
も
多
い
で
す
。
そ
ん
な
生
活
が
続
く
と
、

趣
味
の
ラ
グ
ビ
ー
で
息
が
上
が
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
運
動
し
て
い
る
か
ら
食
事
の
量

な
ど
気
に
し
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
健
康

診
断
で
中
性
脂
肪
値
が
上
が
っ
て
い
て
び
っ

く
り
！
ど
う
に
か
し
な
く
て
は
と
「
き
な
り
極
」

を
飲
み
始
め
た
と
こ
ろ
、
な
ん
だ
か
ス
ッ
キ
リ

過
ご
せ
る
よ
う
に
！
さ
ら
に
、
数
値
で
も
し
つ

か
り
表
れ
て
く
れ
て
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

ラ
グ
ピ
ー
も
若
者
た
ち
と
全
力
で
プ
レ
イ
で
き

て
、
感
謝
し
て
い
ま
す
I

毎
年
引
っ
か
か
っ
て
い
た

高
め
の
血
圧
が
正
常
に
1

日
頃
の
食
事
や
運
動
も
気
を
つ
け
て
い
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
ず
っ
と
数
値
が

引
っ
か
か
り
、
注
意
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

薬
に
頼
る
の
も
嫌
で
、
何
か
い
い
も
の
は
な

い
か
と
探
し
て
い
る
う
ち
に
出
会
っ
た
の
が

「
き
な
り
匠
」
で
し
た
。
中
性
脂
肪
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
血
圧
に
対
す
る
成
分
が
全
て
入
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
試
し
て
み
る
こ
と
に
。

飲
み
始
め
て
か
ら
は
体
調
を
崩
す
こ
と
も
な

く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
か
っ
た
血
圧
も
、

い
つ
の
間
に
か
正
常
に
！
「
き
な
り
匠
」
を
選

ん
で
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

し

飲
ん
だ
翌
朝
ス
ッ
キ
リ

体
を
動
か
す
の
が
楽
に
な
り
ま
し
た

以
前
の
健
康
診
断
で
、
数
値
を
み
た
と
き
に

「
か
な
り
マ
ズ
イ
な
」
と
焦
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
友
人
に
相
談
し
紹
介
さ
れ
た
の

が
、
こ
の
「
き
な
り
」
で
す
。
飲
み
始
め
て
ピ
ッ

ク
リ
し
た
の
が
、
寝
起
き
が
ス
カ
ー
ッ
と
気
持

ち
い
い
ん
で
す
よ
。
こ
ん
な
に
体
が
楽
に
な

る
ん
だ
っ
て
感
動
し
ま
し
た
。
健
康
が
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
安
心
し
ま
し
た
。
も
う

「
き
な
り
」
は
手
放
せ
な
い
で
す
ね
～
。

き
な
り
の
お
か
げ
で

すっ
かり

疲れ
知ら

ずに
！~

憂
鬱
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
「
き

な
り
」
と
出
会
い
ま
し
た
。
当
時
は
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
が
多
く
な
り
、
毎
日
な
ん
だ
か
ダ
ル
い

日々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
「
き
な
り
」

を
飲
み
始
め
て
か
ら
気
分
爽
快
で
す
！
さ
ら

に
D
H
A
が
頭
に
も
良
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
に
も
ス
ッ
キ
リ

す
る
ん
だ
と
感
動
し
ま
し
た
。
今
は
毎
日
バ
リ

バ
リ
絶
好
調
で
仕
事
で
き
て
い
ま
す
。
疲
れ
も

感
じ
に
く
く
な
り
、
な
ん
だ
か
昔
に
若
返
っ
た

よ
う
！
私
の
元
気
の
源
で
す
。

‘
 
嬉 し し ‘  お 声 特 集 【
た く さ ん の

お ● 因 び の お 声 が 届 い て い ま す ． ~
~
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l納
豆
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
l子
供
に
飲
ま
せ
て
も
lど
の
く
ら
い
の
期
間
lい
つ
飲
ん
だ
ら
い
い
で
す
か
？

の
で
す
が
大
丈
夫
で
す
か
？

良
い
で
す
か
？

飲
め
ば
効
果
が
出
ま
す
か
？

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
は
納
豆
と
は
違
い
、
納
豆
菌
の
作
D
H
A
は
お
子
様
に
こ
そ
飲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
栄

き
な
り
シ
リ
ー
ズ
は
、
即
効
性
の
あ
る
お
薬
と

お
薬
で
は
な
い
た
め
、
基
本
的
に
い
つ
飲
ん
で
も
構
い

り
出
す
「
酵
素
」
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
K
な
ど
の
大
豆
に
蓑
成
分
で
す
。
お
子
様
の
成
長
に
良
い
影
習
を
与
え

は
違
い
、
体
に
負
担
を
か
け
な
い
サ
プ
リ
メ
ン

ま
せ
ん
が
、
食
長
中
や
食
後
に
摂
る
と
吸
収
が
良

含
ま
れ
て
い
る
成
分
は
除
去
し
て
い
る
た
め
、
納
豆
る
こ
と
が
、
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
日
の
摂

ト
で
す
の
で
、
3
か
月
か
ら
1
年
ご
利
用
い
た

く
な
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

を
控
え
て
い
る
方
で
も
安
心
し
て
お
飲
み
い
た
だ
取
位
は
当
社
ス
タ
ッ
フ
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
い
た
方
か
ら
ご
実
感
の
お
声
を
多
く
い
た
だ

し
か
し
、
健
康
の
た
め
に
一
番
大
切
な
こ
と
は
毎
日

け
ま
す
。

だ
さ
い
。

き
ま
す
。
ま
ず
は
3
か
月
間
し
っ
か
り
と
お
飲
み

飲
み
続
け
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
習
慣
化
し
や
す
い

く
だ
さ
い
。

タ
イ
ミ
ン
グ
で
忘
れ
ず
に
お
飲
み
く
だ
さ
い
。

ヽ

＇ ら
？ ・＜  ‘ .  

の ヵ

ど ら す

こ だ で

印 ん い

1 飲 い—
 

も
で
ん
飲 ？
ヽ 尋

力

＿＿ 
i j  

緒 す
でヽ一
と し
薬 い—

 

？・
｀ 易

カ

が す

V す で

色 で ぃ

黄 の な

が る 題

尿 な 問
|  
ビ
タ
ミ
ン
は
、
必
要
醤
が
吸
収
さ

れ
る
と
、
余
分
な
も
の
は
尿
と

一
緒
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

尿
が
黄
色
い
の
は
、
含
有
成

分
の
ビ
タ
ミ
ン
B
2の
色
な
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

基
本
的
に
は
お
薬
と
併
用
し

て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
ご
心
配

で
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
、
ま
た
は
薬
剤
師
に
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す。

1
日
4
粒
を
お
飲
み
い
た
だ
く
と

1
日
に
必
要
な
D
H
A
•
E
P
A

・

D
P
A
菰
の
約
半
分
を
摂
取
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

食
事
で
お
魚
を
ほ
と
ん
ど
食
べ

な
い
方
は
、
1
日
8
粒
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

lア
レ
ル
ギ
ー
が
出
な
い
か
心
配
で
す
。

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
に
つ
い
て

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
＿
ゼ
に
は
大
豆
主
原
料
は
南
極
で
獲
れ
た
「
オ
キ
原
料
は
1
0
0
％
鹿
児
島
産
の

の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
ア
ミ
」
で
す
。
オ
キ
ア
ミ
は
エ
ビ
と

「
カ
ツ
オ
」
の
み
を
指
定
し
て
い

成
分
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

同
じ
甲
殻
類
で
す
が
、
厳
密
に
は

ま
す
。

そ
の
た
め
、
大
豆
ア
レ
ル
ギ
ー
の
異
な
る
分
類
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
D
H
A
•
E
P
A
•
D
P
A

方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
念
の
た
め
、
甲
殻
ア
レ
ル
ギ
＿
の
は
魚
油
を
さ
ら
に
精
製
し
た
も

が
、
念
の
た
め
、
医
師
に
ご
相
談
方
は
、
医
師
に
ご
相
談
の
上
お
飲
の
で
す
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
は

の
上
お
飲
み
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ル
オ
イ
ル
に
つ
い
て

D
H
A

・E
P
A
•
D
P
A
に
つ
い
て

み
く
だ
さ
い
。

出
に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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